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新春を書く 責C 『三き “ ノ 	さる I月 5F1、五・中体育館で開かれた 「書初め大会」 には、最近の書道プームを反映してか、 

"" ‘』 ー’ー’ ’ 	四北五の子どもたちがワンサと押しかけた。 

自家用車の親子づれや、マイクロパスを横づけした団体もあり、会場iよ足め踏み場もない混雑ぶり。父兄は、わが子の筆の 

運びに一喜一憂、おもわずこどものそぱにかけより、観覧席に押し返される教育ママも。 
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十
二
月
十

日
（
火
）
曇
 

前
二
時

半
起
床
、
一
品

橋
土
改
室
長

同
行
。
 

四
時
四
十

五
分
の
み
ち

の
く
が
発
車
 

間
ぎ
わ
、
汽
関
車
の
故
障
で
は

つ
か
り
」
一
号に
乗
り
か
え
、
九

時
仙
台
に

つ
く
。
 

藤
原
国
税
局
長
、
小
熊
間
税

部
長
と
懇
談
し
て
か
ら
東
北
農

政
局
浅
原
建
設
部

長
、
橋
本
整

備
課
長
、
薄
井
防
災
課
長
、
掛

川
構
造
改
善
課
長
、
高
橋
計
画

部
長
、
稲
葉
計
画
課
長
、
木
本

資
源
課
長
、
上
門
技
術
課
長
を

訪
ね
土
地
改
良
事
業
と
第
二
次

購
造
改
善
事
業
に

つ
い
て
陳
情

す
る
。
 

す
な
わ
ち
小
田
川
、
浪
岡
川

平
m
の
国
営
付
帯
県
営
事
業
と

県
営
圃
場
整
備
事
業

に
つ
い
で

新
年
度
の
予
算
増
額
、
国
営
浅

瀬
石
川
に

つ
い
て
は
新
年
度
着

工
を
そ
れ
ぞ
れ
お
願
い
し
た
。
 

ま
た
前
田
野
目
団
体

営
圃
場

整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
御
高

配
を
い
た
だ
き
四
十
八
年
度
事

業
と
し
て
全
国
的
に
前
例
の
な

い
面
工
事
の
単
年
度
一
括
施
行

に
つ
い
て
お
礼
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
新
年
度
全
工
事
完

了
の
た
め
の
予
算
増
額
を
お
願

い
し
た
。
前
田
野
日
の
場
合
は

昭
和
四
ト
八
年
度
当
初
四
八
〇
 

O
万
円
、
追
加
三
四
五
七
万
円

計
八
二
五
七
万
円
で
念
願
の
面

工
事
が
完
了
し
た
が
、
さ
ら
に
 
 

傾
斜
地
の
水
田
の
土
改
事
業
が

耕
作
に
支
障
の
な
い
よ
う
に
し

ょ
う
と
特
別
の
と
り
は
か
ら
い

を
お
願
い
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
 

最
後
に
技
術
課
石
堂
係
長
に

お
会
い
し
た
と
こ
ろ
、
東
北
農

政
局
調
査
の
北
津
軽
地
区
農
村

基
盤
総
合
整
備
バ
イ
ロ
ッ
ト
事

業
の
最
終
レ
ポ
ー
ト
の
推
敵
が

終
り
ず
っ
し
り
と
重
い
原
稿
を

拝
見
で
き
た
が
、
印
刷
の
予
算

を
確
保
し
た
と
い
う
の
で
二
o
 

。
ペ
ー
ジ
余
の
横
成
あ
る
報
告

が
年
度
内
に
ち
ょ
う
だ
い
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
市
農
政
の
将

来
の
構
想
に
つ
い
て
専
門
的
な

指
導
書
を
得
た
こ
と
に
つ
い
で

感
謝
と
期
待
を
申
し
あ
げ
た
o
 

総

じ
で
総
需
響
抑
制
で
公
共

事
業
の
引
き
締
め
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、

明
年
は
道
路
関
係

予
算
の
削
減
は
憂
慮
さ
れ
る
が

農
林
関
係
予
算
の
確
保
に

は
農

政
局
は
意
欲
十
分
と
見
て
と
っ

た
コ
 

十
二
時
に
は
農
政
局
を
き
り

あ
げ
、
新
学
園
都
市
の
参
考
に

も
と
東
北
大
学
の
各
学
部
が
道

路
沿
い
の
傾
斜
地
に
配
置
さ
れ

て
い
る
状
況
を
視
察
し
て
一
時

半
の
は
つ
か
り
二
号
に
乗
車
し

よ
う
と
し
た
が
、
ま
た
ま
た
汽

関
車
の
モ
ー
タ
ー
故
障
と
か
で

途
中
で
運
転
体
止
、
 結
局
二
時

間
運
れ
の
は
つ
か
り
三
号
で
四

時
仙
台
発
、
立
ち
づ
め
で
九
時

青
森
に

つ
く
。
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市政ダイヤル 
市政についての

行事や予定は 

県知事選挙の投票日です 
県政にあなたの 1 票を 

こ
の
な
か
に
け
、
市
内
湊
の
 

・

『
」
り
舞踊
会

（佐
々
木
伸
雄

会
長
）
が
、
畿
お
た
す
け
あ
い

芸
慮
祭
を
開
い
た
際
の
益
金
十
 

》
 

『

！
 

,
 

・
 

一
 

口
 口
 

口
 
 

五
万
千
百
十
円
も
含
ま
十
、
い

ま
す
。
 

ま
た
、
五
所
川
原
ロ
ー
タ
リ
 

ー
ク
ラ
フ

（
佐
々
木康
智
会
長
 

）
が
、
家
族
忘
年
会
で
の
益
h
 

十
六
万
．ニ
千
二
百
円
を
歳
本
え

す
け
あ
い
に
と
佐
々
木
市
長
」
」
 

手
渡
し
た
ほ
か
、
五
所
川
厘
・
ノ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
中村
謙
治

会
長
）
が
ね
た
き
り
お
と
し
よ

り
用
の
お
し
め
二
百
枚
と
、
現

金
五
万
円
を
歳
末
た
す
け
あ
い

に
贈
り
、
岩
館
助
役
に
手
渡
し

ま
し
た
。
 

こ
の
お
金
と
物
品
は
、
生
活
 

に
，A
っ
て
い
る
家
庭
や
恵
ま
れ

な
い
方
、
抱
設
に
人
っ
て
い
る
 

f
了
も
た
ち
に
そ
れ
ぞ
れ
配
分

さ
か
，
大
交
r
rば
れ
ま
し
た
。
 

睦
か
い
ご
脇
力
に
お
礼
を
申
L
 

山
げ
よ
す
。
 

荒
中
t

ー
り
山
い
に
ご
協
力

さ
れ
た
個
人
、
団
体
は
次
の
と

お
り
で
す
 
（
敬
称
略
）
 

県
か
万
豊
高
生
活
科
、
裏
千

案
青
」
“
「
、末
」ム
祈
宮
町
町
内

き
一
．た
！
，

‘牛
徒
会
、
錯
久
口町

町
内
会
、
五
所
川
原
青
年
ク
ラ

プ
、
高
僑
共
太
郎
、
西
北
福
祉

事
務
所
職
員
一
同
、
泉
谷
正
志

鶴
谷
ャ
ナ
、
弥
生
町
町
内
会
、
 

新
宮
団
地
第
一
町
内
会
、
第

一

柳
町
町
内
会
、
さ
つ
き
町
町
内

会
、
上
平
井
町
町
内
会
 

五
所
川
原
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ

協
同
組
合
従
業
員
一
同
、
寺
町
 
 

岩
木
町
わ
か
さ
会
、
寺
町
岩
木

町
町
内
会
、
東
雲
町
町
内
会
、
 

平
和
町
町
内
会
、
鈴
木
満
、
本

町
町
内
会
、
や
ま
ぎ
き
ひ
と
し

葛
西
穂
、
川
端
町
町
内
会
、
県

之
五
所
川
原
工
業
高
校
独
身
会
 

r
川
町
町
内
会
、
下
平
井
町
町

内
会
、
中
平
井
町
町
内
会
、
新

町
町
内
会
、
五
所
川
原
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
プ
 

斎
藤
き
よ
、
元
町
町
内
会
、
 

日
本
蚊
神
宗
祖
自
修
刊
、
 

玉
喜
、
湊
ち
ど
り
舞
踊
会
、
江

良
善
五
郎
 
幾
島
町
町
内
会
、
 

県
少
年
自
然
の
家
職
員
一
同
、
 

櫛
引
留
吉
、
鶴
田
町
つ
く
し
の

会
、
毘
沙
門
小
学
校
児
童
会
、
 

旭
町
町
内
会
、
田
園
調
布
町
内

会
、
柏
原
町
町
内
会
 

白
生
会
胃
腸
病
院
、
富
や
ち

小
学
校
清
水
分
校
職
員
、
児
童
 
 

会
、
県
農
協
労
五
所
川
原
市
分

会
、
市
営
住
宅
選
考
委
員
会
、
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

平
和
町
婦
人
部
、
平
和
町
老
人

ク
ラ
プ
、
小
休
金
物
店
、
小
曲

婦
人
会
、
木
造
高
校
稲
垣
分
校

七
ッ
館
小
学
校
生
徒

一
同
、
一

市
民
、
松
島
町
四
丁
目
町
内
会

島
田
克
孝
、
敷
島
町
町
内
会
 

「
鎌
田
漆
器
店

で
ー
 

F
市
に
絵
皿

贈
る
L
 

市
内
柏
原
町
の
株
式
会
社
鎌

田
漆
器
店
（
鎌
田
嘉
兵
衛
社
長
 

）
は
、
こ
の
は
ど
県
善
意
銀
行

圧
所
川
原
支
店
に
よ
い
子
の
絵

皿
六
十
セ
ッ
ト
を
預
託
し
、
‘
沢
 
 

田
情
報
課
長
に
目
録
を
手
渡
し

ま
し
た
。
 

こ
の
絵
皿
は
、
市
の
日
常
の

五
心
を
お
や
つ
な
ど
の
皿
に
わ

か
り
易
く
焼
き
付
け
た
も
の
で

子
ど
も
た
ち
の
よ
い
し
つ
け
を

願
っ
て
つ
く
っ
た
も
の
。
市
で

は
、
市
内
の
児
童
館
に
備
え
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
 

ー

五
所
川
原
郵
便
ー
 

市
内
旭
町
の
旧
市
役
所
跡
に

新
築
中
だ
っ
た
五
所
川
原
郵
便
 

局
の
新
局
舎
が
こ
の
ほ
ど
完
成

一
月
十
・八
（
七
）
、
十
九
日
（
 

日
）
の

？
一
 
1
1た
り
移
転
を

お
こ
な
 

新
局

‘
、
い
業
務
開
始
は
、
 

郵
便
関
係
が

一
月
十
九
日
か

『
 

そ
の
他
（
貯
金
、
保
険
、
共
通
 

）
は
、
 一
月
二
十
日
か
ら
お
こ
 

な
い
ま
す
。
 

（五
所
川
原
郵
便
局
）
 

“み
ん
な
で
明
る
い
お
正
月
を
”
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
昨
年

十
二
月
お
こ
な
わ
れ
た
市
の
歳
末
た
す
け
あ
い
に
は
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
前
年
を
大
巾
に
上
廻
る
五
十
七
件

百
十
七

ー
「
五千
九
百
五
十
円
の
義
援
金
と
五
件
．
 

圧
十
穴
点
の
義
援
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
ー
た
。
 

歳末助ばあし、ご筋力毒」 
義援金…..j I ,175, 95.0円 
物 品 	556点 

浦 

物 

2月 2日 

(
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入
学
に
該
当
す
る
お
子
さ
ん

の
父
兄
に
は
、
入
常
と
健
康
診

断
の
日
時
を
直
接
通
知
し
ま
す

が
、
住
所
の
変
更
や
訂
正
事
項

通
知
も
れ
、
就
学
の
猶
予
、
ま

た
は
免
除
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
市
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

た
だ
し
、
就
学
の
猶
予
、
免

除
さ
れ
る
方
は
、
医
師
の
診
断

書
と
印
鑑
を
ご
持
参
願
い
ま
す
。
 

新
入
学
児
童
の
健
康
診
断
日

程
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▽
五
所
川
原
小
学
校
 

一
月

二
十
一
日
 

▽
南
小
 
一
月
二
十
四
日
 

▽
中
央
小
 
一
月
十
七
日
 

▽
栄
小
 
一
月
二
十

一
ロ
 

▽
七
ッ
館
小
 
一
月
ニ
ト

ー
 

日
 

▽
沖
飯
話
小
 

一
月
二
十
三

日
 ▽

用
旧
小
 

一
月
二
十
四
日

▽
鶴
ケ
岡
小
 
一
月
二
十
三

日
 ▽

藻
川
小
 

一
月
二
十

一
日

マ
野
里
小
 

一
月
二
十
三
日

▽
松
野
木
小
 
一
月
二
十
「
1
 

日
 ▽

松
島
小
 

一
月
二
十
八
日

▽
一
野
坪
小
 

一
月
二
十
三

日
 マ

飯
詰
小
 

一
月
二
十
九
日

▽
毘
沙
門
小
 
一
月
二
十
四
 

［目
 ▽

羽
野
木
沢
小
 

一
月
二
十
 

一
日
 

▽
東
小
 
一
月
二
十
四
日
 

▽
梅
泉
小
 

一
月
二
十

一
日
 

く
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‘
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ー×

‘
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K
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昭和四十二年四月二日から昭和四十四年四月一

臼までに生まれたお子さんは、ことし四月一日で

就学期に達し、四月七日に入学となりますのでお

知らせします二 

な
い
ま
す
。
 

▽
発
 
表
 

四
月
一
日
（
本
人
に
通
知
す

る
ほ
か
、
四
月
一
日
付
市
広
報
 

に
掲
載
し
ま
す
。
 

▽
作
晶
の
送
り
先
 

五
所
川
原
市
岩
木
町

一
一一
 

、
 

三
道
会
館
内
、
第
三
十
二
回

国
民
体
育
大
会
「
五
所
川
原
市

準
備
委
員
会
事
務
局
」
あ
で
 

主
催
 
第
三
十
二
回
国
民
体

育
大
会
五
所
川
原
市
準
備
委
員

会
、
市
教
育
委
員
会
 

輪締磐磐移移 

鷺L*J 

第
三
十
二
回

国
民
体
育
大
会

は
、
 「あ
す
な

ろ
国
体
」
を
テ
 

ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
す
が
、
プ」
 

の
ム
ー
ド
を
盛

り
あ
げ
、
国
体

に
対
す
る
市
民

の
参
加
意
欲
の

高
揚
を
は
か
る

た
め
、
広
く
市

民
か
ら
募
集
し

ま
す
。
 

応
募
の
き
ま
り

▽
資
格
 

五
所
川
原
市

民
で
あ
る
こ
と
 
 

白
作
、
未
発
表
の
も
の
で
あ
 

る
ザ
」

Iこ
 

▽
応
募
の
方
法
 

文
血
［
によ
る
応
募
で
あ
る
こ
 

ン
」
 未

尾
に
は
、
住
所
、
氏
名
、
 

年
齢
，
職
業
（
学
生
は
学
校
名
 

と
学
年
〕
を
明
記
の
こ
と
 

持
殊
な
読
み
方
を
す
る
漢
字
 

に
は
ふ
り
が
な
を
 

ワ
応
募
の
締
切
 

二
月
二
十
n

（
当
日
必着
の
 

こ
と
）
 

▽
ほ
う
賞
 

入
選
作
品
に
は
、
表
彰
状
と
 

記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。
 

審
査
は
、
市
教
育
委
員
会
が
 

委
嘱
す
る
審
査
員
に
よ
り
お
こ
 

市
税
務
課
は

い
ま
住
宅
用
地

の
申
告
を
受
け

付
け
で
お
り
ま

す
。
 

四
＋
九
げr中

に
宅
地
を
耳
得

し
、
ま
た
は
田

畑
な
ど
か
ら
宅

地
へ
地
目
変
更

し
、
そ
れ
を
住

宅
用
地
と
し
て
 

使
用
し
て
い
る
 

者
と
四
十
九
生
山
ー
に非
住
宅
 

用
地
を
住
宅
用
地
に
、
ま
た
は

住
宅
用
地
を
非
住
宅
用
地
に
用

途
変
更
し
た
者
は
住
宅
用
地
の

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
 
 

ん
。
 

申
告
書
の
提
出
期
限
は
、
 一

月
三
十

一
日
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
も
し
、
申
告
を
息
り
ま
す

と
不
利
な
取
り
扱
い
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
期
日
ま

で
申
告
し
で
く
だ
さ
い
。
 

市
土予
ハ
ク
ラ
プ
連
合
会

（
大

谷
慶
作
会
長
）
の
老
人
社
会
奉

仕
団
は
、
さ
る
十
二
月
二
十
三

日
、
お
と
し
よ
り
家
庭
を
友
愛

訪
間
し
、
 「よ
い
年
を
迎
え
て

く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
一
嵐位
老
人
ク
ラ

プ
の
会
長
や
副
会
長
二
＋
六
人

が
八
班
に
分
か
れ
、
市
内
元
町

の
佐
藤
み
ね
さ
ん
（
八
二
）
ら

二
十
二
人
の
ひ
と
り
暮
し
の
お

と
し
よ
り
を
訪
問
レ
た
も
の
で

す
。
 

各
班
の
奉
仕
団
は
、
老
人
掌

庭
奉
仕
員
の
案
内
で
訪
問
し
、
 

お
菓
子
や
鏡
、
カ
レ
ン
ダ
ー
な

ど
を
贈
り
も
の
し
、
互
い
に
世

間
話
し
に
花
を
咲
か
せ
ひ
と
と

き
を
過
し
ま
し
た
が
、
訪
問
を

受
け
た
お
と
し
よ
り
た
ち
も
、
 

「良
い
年
を
迎
え
ら
れ
そ
う
」
 

と
喜
こ
ん
で
い
ま
し
た
。
 

住宅用地の申告‘-] 
	 'I 月末日ま 

あすなろ国体（五所川原会場） 

の標語を募集します 



こ
の
「
障
害
福
祉
年

金
」
が
支
給
さ
れ
る
時

期
は
、
障
害
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
が

①

一
十歳
前

の
方
に
は

一
一
十歳
に
た
  

た
・
二き
 

か
ら
、

「‘
 

ー
プ
・
」な
 

っ
た
後
r

》
 

は
、
 

おしらせ 

 

/
 

  

，ー
 

川要さん 教育振興会に 

敬老会のお礼に五万円贈る 

佐マ木市長に福俵を披露する撫田・中泉のこともたち 

L一誉」蒼署懸 

鵬孫議驚I 

' 	-' 	
. 

シ
‘
 

驚総 

図
書
館
に
寄
せ
 

ら
れ
た
感
想
文
 

ナ
ス
カ
は
、
十
四
才
の
女
王

と
名
ぱ
か
り
の
女
の
子
、
私
と

一
才
ぐ
ら
い
し
か
ち
が
わ
な
い

の
に
な
ぜ
女
モ
と
い
う
も
の
は

勉
強
を
私
た
ち
以
上
に
し
て
、
 

私
た
ち
以
L
の
む
ず
か
し
い
も
 

と
い
う
ニ
と
が
で
き
て
、
な
ぜ

ナ
ス
カ
だ
け
は
、
女
王
を
辞
職

で
き
な
い
の
で
し
上
う
か
（
“だ

れ
が
き
め
た
の
で
し
ょ
う
一
一私

は
、
こ
ん
な
ナ
ス
カ
を
ロ
ー
ゼ

ン
バ
ー
グ
子
爵
夫
人

の
よ
う
に

同
情
し

て
見
守
っ

て
や
る
こ
と

し
か
で
き
ま
せ
ん
。
 

死
ぬ
ま
ぎ
わ
に
 
『お
か
あ
ーさ
 

喫
ー
一
と
素
n

り
，争
と
死
刑
を
な
 

く
し
た
で
し
よ
う
か
。
 

わ
た
し
は
な
く
な
っ
た
と
心
の
 

底
か
ら
思
い
ま
す
ご
 

ナ
ス
カ
は
死
ん
で
父
毒
の
と
 

こ
ろ
に
行
っ
て
か
え
っ
て
幸
わ
 

せ
な
ん
で
は
な

い
か
し
ら
。
 

女
王
ナ
ス
カ
と
い
う
物
語
は
 

今
ま
で
読
ん
だ
本

の
中
で
最
も
・
 

の
を
覚
え
な
け

れ
ば

い
け
な
い

の
で
ー
ー
ょう
か
「
 

   

「
王
女
ナ
ス

カ
」
 
を読
ん
で
 

五
一
中
 
一

年
十
組
 

三
浦
 

理
香
 

 

バ
ー
ネ
ッ
ト
夫
 

  

印
象
に
の
こ
る

と
思
い
ま
す
。
 

も
し
、
ナ
ス
カ
の
父
母
が
生
き
 

て
い
た
ら
、
今
よ
り
は
い
く
ら
 

か
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

ア
ル
ベ
ン
ス
テ
イ
ン
公
爵
夫
 

人
（
将
軍
・
法
務
長
官
・
た

L
一

か
に
気
に
入
ら
な
け
れ
ぱ
辞
職
 

ま
」
 
と
ナ
ス力
は
、
ロ
ー
ゼ
ン

バ
ー
グ
子
爵
夫
人
が
き
っ
と
母

に
思
え
た
の
で
し
ょ
う
“．

 

そ
の
後
、

ッ
ァ
コ
ビ
ァ
国
は

ポ
リ
ス
殿
下
の
手
に
よ
っ
て
幸

福
に
な
っ
た
で
し
よ
う
。
 

ボ
リ
ス
殿
ド
は
ナ
ス
カ
と
の
約
 

人
の
少
公
子
・
少
公
女

・
そ
L
 

て
、
心
が
は
り
さ
け
そ
う
な
ス

タ
ー
リ
ン
グ
夫
人
の
工
女
ナ
ス

カ
。
 

こ
れ
が
私
が
感
動
t
た
も
の
で

し
た
。
 

1 族に囲まれて喜びの川村さん（前列左からふたり目） 

．て
ひ
と
き
か
ら

と
な
っ
で
い
ま

す
。
 

こ
れ
ら
の
条
件
に
該
当
す
る

方
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
市
健

康
年
金
課
で
請
求
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
 

こ
の
手
続
き
に
は
、
障
害
の

状
態
に

つ
い
で
医
師
の
書
い
た
 

「国
民
年
金
福
祉
年
金
診
断
書
 

」
が
必
要
で
す
。
 
一
用紙
ま
叫

課
に
あ
り
ま
す
〕
 

「
指
名
願
い
の
提
出
J
 

r
は
二
月
末
ま
で

ー
 

昭
和
五
十
年
度
に
市

て
発
注

す
る
L
木
丁
事

・r
建
築
工
事
、
 

一
・
に
工
収
・
の
指
名を
受
け
よ

う
と
す
る
豊
と
は
建
設
省
の
指

定
す
る
様
式
に
従
っ

て
，
二
月

？
ト八
日
（
金
曜
1
1）
正
午
ま
 

(
c、
市
建
設
課
庶
務
係
へ
提
出
 

〕
て
く
だ
き
い
。
 

な
お
、
工
事
現
場
で
働
く
人

み
、
が退
職
金
を
‘
っニ

え
る
よ
う

建
設
業
退
職
金
血
（済
制
度
に
加

入
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
一
一
 

「ぜ
ん
ま
す
、
金
ま
す
、
た

わ
ら
よ
す
、
こ
の
や
の
し
ん
じ

ま
う
さ
か
え
ま
喝
二
‘で
っ
た
ら

も
ち
ひ
と
つ
「
」
 

官
公
庁
r
御
用
納
め

の
十
一
一

月
二
十
八
日
、
市
長
室
に
子
ど

も
た
ち
の
福
俵
が

舞
い
込
ん
だ
。
 

「
遊
び
の
コ
く
な
っ
た
子
ど

も
た
ち
に
菜
し

い
正
月
を
」
 
と

海
m
中
泉
部
落
会
、
同
公
履
臨

な
ど
が
肯
頭
を
と
り
、
韻
洛

の

子
ど
も
た
ち
に
昔
な
つ
か
し
い

年
越
の
 
「バ
カ
パ
力
」
を
始
め

さ
せ
た
も
の
。
 

こ
の
日
は
、
ひ
と
足
早
く
市

を
訪
れ
、
市
長
室
の
な
か
に
福

俵
を
転
ば
し
な
が
ら
、
 
「
ぜ
ん

ま
す
、
金
ま
す
 

」
と
勇
ま

し
い
か
け
声
を
か

け
あ
っ
て
い

ま
し
た
。
 

市
内
大
町
で
、
食
品
総
合
卸

売
業
を
営
ん
で
い
る
、
川
要
さ
 

h
こ
と
川
村
嘉
太
郎

（
八
三
）
 

さ
ん
か
ら
、
市
教
育
振
興
会
に

五
万
円
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
川
要
さ
ん
の
事
業

拡
張
の
た
め
の
臨
事
株
E
総
会

を
開

い
た
の
を
機
会
に
、
専
務

の
恒
儀
（
三
八
）
さ
ん
ら
が
音

頭
を
と
り
、
子
・
孫
・
曽
係
ま

で
一
族
約
五
十
人
が
遠
く
県
外

か
ら
も
集
ま
り
当
主
嘉
太
郎
さ

ん
の
長
寿
を
祝
う
敬
要
会
を
開

い
て
く
れ
た
そ
の
お
礼
と
し
て

当
主
か
ら
、
来
賓
と
し
て
出
席

し
た
小
山
教
育
長
に
手
渡
さ
れ

た
も
の
で
す
。
 

な
お
、
川
要
・
さ
ん
は前
回
L
 

十
万
円
を
寄
金
し
て
い
才
」
 

二
十
歳
に
な
る
前

の
病
気
や

ケ
ガ
が
も
と
で
、
身
心
障
害

の

状
態
に
あ
る
人
に
は
、
 
『障
害

福
祉
年
金
」
が
支
給
さ
れ
る
め

を
ご
ぞ
ん
じ
で
し
ょ
う
か
。
 

二
十
歳
に
な
っ
た
方
で
 

体
の
不
自
由
な
人
 


